
２月17日は町議会議員選挙の投票日です

平成23年度決算　津別のまちの家計簿

まちの話題　永年にわたり献血運動に貢献　日本赤十字社から３企業（団体）に感謝状

今月の表紙　　成人式　～町民憲章を朗唱する新成人～

温故知新

町議としてインフラ整備に尽力

高台　下川 敏章 さん

20歳の門出を祝う成人式　54名が大人の仲間入り



今
回
の
選
挙
で
投
票
が
で
き
る
人

は
、
投
票
日
当
日
満
20
歳
以
上
で
、

次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
で
す
。

q
平
成
24
年
11
月
11
日
以
前
に
津
別
町

に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
。

w
現
実
に
津
別
町
に
居
住
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
津
別
町
に
住
民
登

録
を
し
て
い
て
も
、
学
生
な
ど
の
よ

う
に
町
外
に
居
住
し
て
い
る
人
は
、
w

の
要
件
を
満
た
さ
な
い
の
で
、
投
票

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

平
成
24
年
11
月
12
日
以
降
に
転
入

の
届
け
（
住
民
登
録
）
を
し
た
人
は
、

現
在
津
別
町
に
住
ん
で
い
て
も
、
居

住
期
間
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
選

挙
権
は
あ
り
ま
せ
ん
。

投
票
が
で
き
る
人
は
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
名
簿
は

次
の
期
日
に
見
る
こ
と
（
縦
覧
）
が

で
き
ま
す
。
登
録
さ
れ
た
自
分
の
名

前
、
住
所
、
生
年
月
日
な
ど
が
正
し

く
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。

縦
覧
期
日
　
２
月
12
日
（
火
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

縦
覧
場
所
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
議
会
議
事
堂
１
階
、
町
民
懇
談
室
）

期
日
前
投
票
は
、
投

票
の
当
日
に
、
仕
事
や

旅
行
、
や
む
を
得
な
い

事
情
で
投
票
で
き
な
い

人
が
、
事
前
に
投
票
を

済
ま
せ
て
お
く
制
度
で

す
。
手
続
き
も
簡
単
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
投

票
日
に
旅
行
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
予

定
さ
れ
て
い
る
人
は
、

棄
権
し
な
い
よ
う
事
前

に
期
日
前
投
票
を
し
て

お
く
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

期
日
前
投
票
は
、
２

月
13
日
か
ら
16
日
ま
で

の
毎
日
、
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

で
き
ま
す
。
投
票
を
希

望
す
る
場
合
は
、
入
場

券
を
持
っ
て
（
印
鑑
は

不
要
）
選
挙
管
理
委
員

会
（
議
会
議
事
堂
１
階
、

町
民
懇
談
室
）
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
長
期
間
出
張
な
ど
で
町
外

に
滞
在
し
て
い
る
場
合
な
ど
は
、
不

在
者
投
票
の
請
求
が
告
示
前
で
も
で

き
ま
す
。
告
示
前
に
請
求
を
し
、
告

示
日
の
翌
日
（
13
日
）
以
降
に
滞
在

し
て
い
る
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員

会
で
不
在
者
投
票
を
し
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
用
紙
の
郵
送
や
返
送
は

す
べ
て
郵
便
で
の
や
り
取
り
と
な
り

日
数
が
か
か
り
ま
す
。
特
に
町
議
選

挙
は
選
挙
期
間
が
短
い
た
め
、
場
合

に
よ
っ
て
は
投
票
日
ま
で
に
届
か
な

い
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
の
で
、
早
め

に
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
不
在
者
投
票
が
で
き
る
病

院
な
ど
に
入
院
し
て
い
る
場
合
も
、

そ
の
病
院
内
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

早
め
に
病
院
の
方
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

開
票
は
、
投
票
日
当
日
の
午
後
７

時
30
分
か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

場
所
は
中
央
公
民
館
講
堂
で
す
。
一

般
参
観
人
の
入
場
は
、
午
後
７
時
20

分
の
予
定
で
す
。

会
場
へ
は
受
け
付
け
を
済
ま
せ
て

か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。
申
込
者
が

多
い
場
合
は
、
入
場
を
制
限
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
静
か
に
参
観
さ
れ
、
会
場
の
秩

序
維
持
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

２
月
17
日
は

町
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
日
で
す

２
月
17
日
は
、
津
別
町
議
会
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

町
議
会
は
、
条
例
や
予
算
な
ど
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
決
め
る
重
要
な
機
関
で
、
私

た
ち
の
生
活
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
代
表
者
を
決
め
る
大
切
な
町
議
会
議
員
選
挙
で
す
。
よ
く
見
て
、
よ
く

聞
い
て
、
よ
く
考
え
て
、
棄
権
せ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

期
日
前
投
票
を
希
望
す
る
方
は
、

13
日
か
ら
16
日
ま
で
に
選
管
事
務
局
へ 選

挙
権
を
有
し
て
い
る
の
は
？

20
歳
以
上
で
、
住
民
登
録
し
て
お
り
、

現
に
居
住
し
て
い
る
人
で
す

入
場
券
を
持
っ
て
、
投
票
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

11
月
11
日
以
前
に
住
民
登
録
し
、

住
ん
で
い
る
人
が
対
象

旅
行
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
の
事
情
も
認

め
ら
れ
ま
す

長
期
出
張
の
人
は
、
告
示
前

の
請
求
が
可
能
で
す

投
票
は
、
２
月
17
日
の
日
曜
日
で
す
。

時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

で
す
。
入
場
券
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。

投
票
場
所
は
、
入
場
券
に
記
載
し
て

い
ま
す
。

入
場
券
は
、
投
票
す
る
人
の
確
認
書

で
あ
り
投
票
用
紙
交
付
の
際
の
整
理
券

と
も
な
り
ま
す
。
忘
れ
た
と
き
に
は
、

再
発
行
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

こ
の
入
場
券
は
、
11
日
こ
ろ
に
皆
さ

ん
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
期
日
が
来
て
も

届
か
な
か
っ
た
り
、
記
載
内
容
に
誤
り

が
あ
る
と
き
は
、
す
ぐ
に
選
挙
管
理
委

員
会
（
†

76-

２
１
５
１
）
に
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

開
票
は
即
日

午
後
７
時
30
分
か
ら

中
央
公
民
館
で

投
票
す
る
こ
と
は
�

政
治
へ
対
す
る
�

自
分
の
意
思
表
明
で
す
�

暮
ら
し
を
変
え
る
の
は
�

あ
な
た
の
そ
の
一
票
�

身体に重度の障害があるために投票所

へ行くことのできない人は、自宅で投票

することができます。この制度も不在者

投票制度の一つです。投票は、選挙管理

委員会にその旨の請求をし、郵送によっ

て投票用紙をもらい、郵送によって記載

した投票用紙を送ることになります。投

票まで時間がかかりますので、早めに請

求してください。

なお、この投票は「郵便等投票証明書」

の交付を受けていなければ、することが

できません。この制度を利用する人は、

まず証明書交付の手続きをしてください。

すでに交付を受けている人は、有効期限

（７年間）が過ぎていないかどうか、お確

かめください。

重度障害の人は、

自宅で投票できます

この制度を利用できる人

【身体障害者手帳をお持ちの方】

・両下肢などの障害で、１級または２級の

人　

・内臓機能障害で、１級または３級の人

・免疫障害で、１級から３級までの人

【戦傷病者手帳をお持ちの方】

・両下肢などの障害で、特別項症から第２

項症までの人

・内臓機能の障害で、特別項症から第３項

症までの人

【介護保険の要介護状態区分が、要介護

５の方】

投票日 2月17日（日）

投票時間　7：00～18：00

投票所　入場券をご覧ください

選挙に関するお問い合わせは、津別町選挙管理委員会まで

†76－2151 場所は、議会議事堂１階の町民懇談室です

告示日 2月12日（火）



歳 出（一般会計）

平
成
23
年
度
の
歳
入
決
算
額
は
、
55
億
８
３
４

６
万
円
と
な
り
、
対
前
年
比
７
・
８
％
の
減
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
各
種
交
付
金
事
業
に
よ
る
総

務
費
国
庫
補
助
金
及
び
農
林
業
費
国
庫
補
助
金
等

の
国
庫
支
出
金
の
減
が
、
主
な
要
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

歳
入
の
内
訳
（
グ
ラ
フ
１
参
照
）
を
見
る
と
、

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
が
最
も
大
き
な

財
源
に
な
っ
て
お
り
、
23
年
度
で
は
29
億
４
５
７

９
万
円
で
歳
入
全
体
の
52
・
８
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
国
・
道
支
出
金
や
地
方
譲
与
税
等
の

交
付
金
、
交
付
金
減
に
よ
る
財
源
不
足
を
補
う
た

め
に
措
置
さ
れ
た
臨
時
財
政
対
策
債
を
含
む
町
債

を
合
わ
せ
た
依
存
財
源
は
79
・
６
％
に
な
り
ま
す
。

残
り
の
20
・
４
％
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
納
付

し
て
い
る
町
税
等
の
自
主
財
源
で
す
。
町
税
の
総

額
は
６
億
１
３
２
７
万
円
で
一
人
当
た
り
11
万
５

１
９
円
の
納
付
額
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
般
会

計
の
決
算
で
は
、
基
金
か
ら
７
７
０
８
万
円
を
取

り
崩
し
、
歳
入
の
不
足
分
を
補
い
ま
し
た
。

歳
出
の
最
終
決
算
額
は
、
55
億
２
０
１
４
万
円

で
対
前
年
比
７
・
７
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
（
５

ペ
ー
ジ
・
グ
ラ
フ
２
参
照
）。

総
務
費
は
、
地
域
情
報
化
経
費
及
び
財
政
調
整

基
金
積
立
金
等
の
減
に
よ
り
４
億
６
２
６
６
万
円

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

土
木
費
は
、
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
及
び
ま
ち
な

か
団
地
建
設
整
備
事
業
等
に
よ
り
１
億
９
１
３
８

万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
林
業
費
は
、
地
域
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
事
業

等
が
増
の
一
方
、
木
造
公
共
施
設
等
整
備
事
業
及

び
基
幹
作
業
道
開
設
事
業
等
の
減
に
伴
い
、
１
億

４
７
７
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
歳
出
の
項
目
に
あ
る
公
債
費
と
は
、
町

が
事
業
を
行
っ
た
と
き
に
借
り
た
お
金
の
償
還
額

で
す
。
歳
出
の
13
％
と
負
担
割
合
が
大
き
い
状
況

で
す
が
、
償
還
額
の
ピ
ー
ク
は
過
ぎ
た
た
め
、
毎

年
下
降
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

※
対
前
年
比
が
大
き
い
項
目
の
み
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

一
般
会
計
・
歳
入

一
般
会
計
・
歳
出

歳 入（一般会計）

地方交付税
29億4,579万円
（52.8%）

その他 1億7,937万円
（3.2%）
地方譲与税、

地方消費税交付金、

自動車取得税交付金、

地方特例交付金など

依存財源
79.6%

自主財源
20.4%

町　債
6億136万円
（10.8%）

国・道支出金
7億1,596万円
（12.8%）

町税
6億1,327万円（11.0%）

繰入金
7,708万円（1.4%）

諸収入
1億3,881万円（2.5%）

分担金その他 2億3,392万円（4.1%）
分担金及び負担金、使用料及び手数料、
財産収入、寄付金

総額　　55億8,346万円

町民一人あたりの町税の納付額　110,519円
（平成24年３月31日現在　人口5,549人）

繰越金
7,790万円（1.4%）

津
別
の
ま
ち
の
家
計
簿

一
般
会
計
は
、
７
７
０
８
万
円
を
基
金
か
ら
取
り
崩
し
ま
し
た

皆皆皆皆
ささささ
んんんん
がががが
納納納納
めめめめ
るるるる
税税税税
金金金金
やややや
国国国国
・・・・
道道道道
かかかか
らららら
のののの
交交交交
付付付付
金金金金
なななな
どどどど
はははは
、、、、
私私私私
たたたた
ちちちち
のののの
生生生生
活活活活

をををを
よよよよ
りりりり
良良良良
くくくく
すすすす
るるるる
たたたた
めめめめ
にににに
いいいい
ろろろろ
いいいい
ろろろろ
なななな
形形形形
でででで
使使使使
わわわわ
れれれれ
てててて
いいいい
まままま
すすすす
。。。。
ここここ
れれれれ
らららら
がががが
、、、、

行行行行
政政政政
ササササ
ーーーー
ビビビビ
スススス
とととと
しししし
てててて
どどどど
のののの
よよよよ
うううう
にににに
使使使使
わわわわ
れれれれ
たたたた
のののの
かかかか
、、、、
一一一一
般般般般
会会会会
計計計計
をををを
中中中中
心心心心
にににに

平平平平
成成成成
22223333
年年年年
度度度度
決決決決
算算算算
のののの
執執執執
行行行行
状状状状
況況況況
にににに
つつつつ
いいいい
てててて
おおおお
知知知知
らららら
せせせせ
しししし
まままま
すすすす
。。。。

平成23年度決算

農林業費

4億37万円（7.3%）

総務費
12億9,431万円
（23.4%）

衛生費
6億2,976万円
（11.4%）

総額　　55億2,014万円
町民一人あたりの経費　994,799円
（平成24年３月31日現在　人口5,549人）

　   

民生費
7億8,957万円
（14.3%）

教育費
5億6,855万円
（10.3%）

土木費
7億7,009万円
（14.0%）

消防費
2億1,857万円（4.0%）

労働費 111万円（0.0%）

議会費
7,811万円
（1.4%）

商工費 5,055万円（0.9%）

こ
の
ほ
か
特
別
会
計
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険

事
業
・
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
・
介
護
保
険
事

業
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
・
下
水
道
事
業
・
簡

易
水
道
事
業
の
６
事
業
会
計
と
、
企
業
会
計
で

あ
る
上
水
道
事
業
会
計
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
私
た

ち
の
生
活
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
（
表

１
・
２
参
照
）。

各
会
計
と
も
健
全
財
政
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

不
足
分
を
補
う
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
上
水
道

事
業
を
除
く
６
事
業
会
計
に
、
法
定
繰
り
出
し

を
含
め
て
４
億
９
３
２
５
万
円
が
繰
り
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

※
一
般
会
計
の
性
質
別
内
訳
は
表
３
参
照
。

特
別
・
企
業
会
計

一般会計性質別内訳表３

■地方交付税

地方公共団体間の財源不均衡

是正を目的に、国税の所得税、

法人税、消費税、酒税など、

それぞれ一定割合の額を国か

ら交付されるお金。

■国・道支出金

町で行う特定の事業に対して、

国または道から交付される負

担金、委託金、補助金。

■町税

町民税や固定資産税、軽自動
車税、特別土地保有税、たば
こ税、入湯税など。

■町債

町が事業を行うために借りた
お金のほか、地方交付税減に
よる財源不足を補うため措置
された臨時財政対策債が含ま
れる。

■繰入金

目的の事業を行うための財源
及び財源不足を補う目的で、
町の貯金である基金を取り崩
して一般会計に入れたお金。

公債費
7億1,915万円
（13.0%）

グラフ１グラフ２

■総務費

地域情報化経費及び財政調整基金積立金等の減に

より26.3％の減。
■民生費
福祉寮施設整備事業等の減により対前年比5.7％の

減。

■土木費
特定公共賃貸住宅及びまちなか団地建設整備事業
等の増により対前年比33.1％の増。
■公債費
一部事業の償還完了により対前年比15.1％の減。

■衛生費
地域医療維持助成や一般廃棄物最終処分場管理経費

などの増により対前年比3.3％の増。

■教育費
多目的運動公園整備事業等より対前年比14.6％の増。

■農林業費
農業費は、地域バイオマス利活用事業等の増により
対前年比19.4％の増。林業費は、木造公共施設等整
備事業等の減により対前年比45.8％の減。
■消防費
事務組合負担費等の減により対前年比6.2％の減。

■商工費
商工振興補助費や観光イベント補助費等の減により

対前年比4.4％の減。



日　時 ２月６日（水）９時30分～12時00分

場　所 町民民館　１階和室・調理室

持ち物 エプロン、三角巾、手ふき、タオル

離乳食ガイドブック

参加費 無料です

申込締切 ２月４日（月）

その他 当日は託児できます

12
月
26
日
、
水
上
博
さ
ん
か
ら
平
成
24
年
度
秋

の
褒
章
受
章
の
御
礼
と
し
て
、
町
に
50
万
円
の
寄

附
が
あ
り
ま
し
た
。

水
上
さ
ん
が
受
章
さ
れ
た
の
は
藍
綬
褒
章
（
防

犯
功
績
）
で
、
津
別
町
防
犯
協
会
会
長
や
津
別
町

暴
力
追
放
推
進
協
議
会
会
長
を
歴
任
す
る
な
ど
、

永
く
地
域
防
犯
活
動
の
中
心
と
し
て
尽
力
さ
れ
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

役
場
内
に
多
目
的
ト
イ
レ
を
新
設

12月21日、日本赤十字社献血功労

団体表彰の伝達式が町長室で行われま

した。

永年にわたり継続して献血運動に功

労のあった企業・団体に贈られる賞

で、丸玉産業（株）、（有）石橋商事、津

別ライオンズクラブの３企業（団体）

に、津別町献血推進協議会会長を務め

る佐藤町長から感謝状が贈呈されまし

た。受賞された方々は、献血運動に対

する積極的な支援への決意を新たにし

ていました。

永年にわたり献血運動に貢献

日本赤十字社から町内の３企業（団体）に感謝状

役
場
の
ト
イ
レ
は
、
設
置
場
所
が

わ
か
り
に
く
く
段
差
の
あ
る
場
所
に

あ
り
ま
し
た
が
、
車
い
す
の
方
や
赤

ち
ゃ
ん
の
オ
ム
ツ
替
え
に
対
応
し
た

「
多
目
的
ト
イ
レ
」
を
、
新
た
に
役

場
東
側
（
正
面
玄
関
か
ら
入
っ
て
左

側
奥
）
に
設
置
し
ま
し
た
。

身
体
の
不
自
由
な
方
も
安
心
し
て

使
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
１
０
）

12
月
20
日
、
林
業
研
修
会
館
で
平

成
24
年
度
歳
末
特
別
警
戒
結
団
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
町
長
や
外
崎
雅
洋
美
幌
警
察

署
長
な
ど
の
挨
拶
に
続
い
て
、
美
幌

警
察
署
の
越
後
雅
樹
生
活
安
全
係
長

に
よ
る
講
話
が
あ
り
、
57
名
の
出
席

者
は
年
末
に
向
け
て
防
犯
意
識
の
徹

底
を
確
認
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
12
月
26
日
と
28
日
の
両

日
に
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ

れ
、
津
別
町
防
犯
協
会
の
会
員
や
各

自
治
会
の
役
員
ら
が
町
内
を
見
回
り

ま
し
た
。

地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に
出
動

歳
末
特
別
警
戒
結
団
式
を
実
施

１
月
５
日
、
美
幌
津
別
広
域
事
務
組
合
津
別
消

防
署
と
津
別
消
防
団
の
合
同
出
初
式
が
、
好
天
の

下
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

津
別
消
防
署
前
で
の
開
会
式
に
続
き
、
役
場
庁

舎
前
で
消
防
署
員
17
名
、
消
防
団
員
86
名
が
、
消

防
車
や
救
急
車
な
ど
の
車
両
と
と
も
に
観
閲
行
進

に
参
加
。

そ
の
後
、
町
民
会
館
に
会
場
を
移
し
て
、
功
績

章
及
び
永
年

勤
続
章
の
表

彰
状
伝
達
式

が
執
り
行
わ

れ
、
式
に
臨

ん
だ
消
防
署

員
・
消
防
団

員
は
災
害
や

火
災
か
ら
町

民
を
守
る
誓

い
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

防
災
・
防
火
へ
の
誓
い
を
新
た
に

消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
る

秋
の
褒
章
受
章
御
礼
と
し
て

水
上
博
さ
ん
が
町
へ
寄
附

１
月
13
日
、
中
央
公
民
館
で
平
成
25
年
の
成
人

式
が
開
催
さ
れ
、
華
や
か
な
振
袖
姿
や
ス
ー
ツ
姿

の
新
成
人
54
名
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

松
平
範
慶
教
育
委
員
長
の
式
辞
に
続
い
て
、
佐

藤
多
一
町
長
、
鹿
中
順
一
町
議
会
議
長
、
日
下
太

朗
道
議
会
議
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が
贈
ら
れ
、

出
席
者
は
真
剣
な
表
情
で
聴
い
て
い
ま
し
た
。

新
成
人
を
代
表
し
て
川
瀬
彩
さ
ん
が
町
民
憲
章

を
朗
唱
。
成
人
の
誓
い
を
蓮
井
章
平
さ
ん
と
秋
山

枝
里
さ
ん
が
読
み
上
げ
、
大
人
と
し
て
の
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

式
典
の
後
に
は
、
北
見
室
内
管
弦
楽
団
に
よ
る

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
演
奏
会
や
、
中
学
校
時
代
の

恩
師
か
ら
の
お
祝
い
ビ
デ
オ
披
露
な
ど
も
あ
り
、

思
い
出
に
残
る
成
人
式
と
な
り
ま
し
た
。

20
歳
の
門
出
を
祝
う
成
人
式

54
名
が
大
人
の
仲
間
入
り

津別ライオンズクラブ・田中四郎会長 丸玉産業・成田昇工場長

新
春
の
希
望
を
筆
に
乗
せ
て

第
46
回
新
春
書
初
席
書
大
会
開
催

１
月
５
日
、
中
央
公
民
館
で
第
46
回

新
春
書
初
席
書
大
会
（
主
催
・
津
別
町

商
工
会
青
年
部
）
が
開
催
さ
れ
、
小
学

生
と
中
学
生
、
合
わ
せ
て
49
名
が
腕
を

振
る
い
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
学
年
ご
と
に
決
め

ら
れ
た
課
題
の
見
本
を
手
に
、
と
き
に

は
慎
重
に
、
と
き
に
は
伸
び
や
か
に
筆

を
走
ら
せ
て
作
品
を
仕
上
げ
て
い
ま
し

た
。大

会
終
了
後
に
審
査
が
行
わ
れ
、
特

別
賞
の
作
品
は
網
走
信
金
津
別
支
店
、

北
見
信
金
津
別
支
店
及
び
津
別
郵
便
局

の
各
ロ
ビ
ー
に
、
金
銀
各
賞
の
作
品
は

中
央
公
民
館
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

生後４～７ヶ月児の保護者を対象にした離乳食

（初期、中期）の教室を開催します。

教室では、講話（離乳食のポイント、進め方な

ど）、調理実習（初期、中期）、試食などを予定して

います。気軽にご参加ください。

申し込み・問い合わせ先

保健福祉課　健康医療グループ

†76－2151（内線332）



津
別
町
（
国
保
）
で
は
、
高
血
圧
が
、

医
療
機
関
の
受
診
者
数
、
医
療
費
共
に

ダ
ン
ト
ツ
１
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

高
血
圧
の
原
因
の
一
つ
が
塩
分
の
摂

り
過
ぎ
で
す
。

◎
し
ょ
っ
ぱ
い
も
の
を
摂
り
過
ぎ
る
と

水
が
欲
し
く
な
り
ま
せ
ん
か
？

塩
分
を
摂
る
と
、
血
液
中
の
ナ
ト
リ

ウ
ム
濃
度
が
上
が
り
、
適
正
濃
度
を
保

と
う
と
し
て
濃
度
を
薄
め
よ
う
と
血
液

量
が
増
え
ま
す
。
そ
の
た
め
血
管
に
か

か
る
圧
力
が
高
く
な
り
ま
す
（
高
血

圧
）。
そ
の
他
に
も
、
慢
性
腎
臓
疾
患

や
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
を
発
症
す
る
リ

ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

◎
１
日
の
食
塩
摂
取
目
標
量
は

一
般
男
性
で
９
n
、
女
性
で
７
・
５

n
、
高
血
圧
の
方
で
６
n
未
満
が
推
奨

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の
日

本
人
の
塩
分
摂
取
量
は
、
１
日
お
よ
そ

11
n
の
塩
分
を
摂
っ
て
い
ま
す
。
一
食

に
味
噌
汁
１
杯
（
１
・
６
n
）
と
塩
鮭

一
切
（
１
・
８
n
）、
た
く
あ
ん
三
切

れ
（
１
・
３
n
）
を
食
べ
る
と
４
・
７

n
の
塩
分
を
摂
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
塩
分
を
減
ら
す
ヒ
ン
ト

高
血
圧
等
の
改
善
予
防
に
は
、
減
塩

が
継
続
の
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。
濃
い
味

に
慣
れ
て
い
る
と
、
薄
味
に
物
足
り
な

さ
を
感
じ
る
た
め
、
少
し
ず
つ
、
上
手

に
減
塩
し
ま
し
ょ
う
。

１
、
だ
し
を
し
っ
か
り
取
ろ
う

昆
布
や
か
つ
お
節
の
旨
味
を
利
用

し
、
物
足
り
な
さ
を
補
い
ま
す
。

２
、
素
材
の
味
を
生
か
す

新
鮮
な
素
材
を
使
う
こ
と
で
、
素
材

本
来
の
味
で
調
味
料
が
少
な
く
て
も
美

味
し
く
頂
け
ま
す
。
ま
た
、
野
菜
は
、

焼
く
と
味
が
濃
く
な
り
ま
す
。

３
、
酸
味
や
香
辛
料
を
上
手
に
使
お
う

酢
、
レ
モ
ン
な
ど
の
か
ん
き
つ
類
、

わ
さ
び
、
唐
辛
子
、
カ
レ
ー
粉
な
ど
の

香
辛
料
、
生
姜
、
ね
ぎ
、
青
ジ
ソ
な
ど

の
香
味
野
菜
、
ゴ
マ
、
焼
き
の
り
な
ど

を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

４
、
食
べ
方
を
意
識
す
る

何
品
か
料
理
が
あ
る
と
き
は
、
味
の

薄
い
も
の
か
ら
食
べ
ま
し
ょ
う
。
味
の

濃
い
も
の
を
先
に
食
べ
て
し
ま
う
と
、

薄
い
味
の
も
の
が
物
足
り
な
く
感
じ
て

し
ま
う
た
め
で
す
。
ま
た
、
適
温
に
し

て
食
べ
る
こ
と
も
お
勧
め
で
す
。

◎
塩
分
を
摂
り
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
ら

カ
リ
ウ
ム
、
食
物
繊
維
を
し
っ
か
り

摂
り
ま
し
ょ
う
。
一
緒
に
摂
る
こ
と
で

体
内
の
塩
分
を
排
出
し
て
く
れ
ま
す
。

野
菜
、
果
物
、
芋
類
、
豆
類
、
海
藻
に

多
く
含
ま
れ
ま
す
。

昭
和
56
年
の
初
当
選
か
ら
、
平
成

17
年
に
勇
退
す
る
ま
で
の
６
期
24
年

の
永
き
に
わ
た
っ
て
、
津
別
町
議
会

議
員
を
務
め
た
下
川
敏
章
さ
ん
。

「
家
族
や
近
所
の
方
た
ち
の
助
け
が

あ
っ
た
の
で
、
な
ん
と
か
や
っ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
」
と
、
周
り
へ
の
感
謝

を
口
に
し
ま
す
。

開
拓
農
家
の
３
代
目
と
し
て
高
台

で
生
ま
れ
育
っ
た
下
川
さ
ん
は
、
家

業
を
手
伝
い
な
が
ら
津
別
高
校
定
時

制
を
卒
業
。
以
来
、
畑
作
一
筋
で
津

別
農
業
の
発
展
に
力
を
尽
く
し
て
き

ま
し
た
。

「
昭
和
50
年
ご
ろ
ま
で
は
豆
類
が
中

心
で
し
た
が
、
機
械
化
が
進
ん
だ
こ

と
と
連
作
障
害
を
防
ぐ
た
め
、
次
第

に
ビ
ー
ト
や
馬
鈴
し
ょ
、
小
麦
な
ど

作
物
の
種
類
を
増
や
し
て
い
き
ま
し

た
」
と
、
多
様
化
し
た
農
業
経
営
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

農
業
の
か
た
わ
ら
、
昭
和
56
年
に

は
町
議
会
議
員
に
立
候
補
し
て
当

選
。
町
政
の
様
々
な
問
題
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

永
い
町
議
生
活
の
な
か
で
も
特
に

力
を
入
れ
た
の
は
、
道
路
の
拡
充
や

水
道
普
及
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
。

「
皆
さ
ん
の
努
力
で
、
昔
に
比
べ
る

と
道
路
も
ず
い
ぶ
ん
良
く
な
り
ま
し

た
」。
ま
た
、
記
憶
に
残
る
出
来
事

と
し
て
、
議
員
定
数
削
減
問
題
や

様
々
な
意
見
が
出
た
市
町
村
合
併
協

議
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
議
を
勇
退
後
の
下
川
さ
ん
は
、

50
年
来
の
趣
味
で
四
段
格
の
腕
前
と

い
う
囲
碁
の
研
究
会
に
参
加
し
た

り
、
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
の
一
員
と
し

て
歌
謡
連
合
会
に
参
加
す
る
な
ど
、

積
極
的
に
地
域
の
人
々
と
親
睦
を
深

め
て
い
ま
す
。
春
か
ら
秋
に
は
ゴ
ル

フ
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に
も
精
を
出
す

な
ど
、
現
役
の
こ
ろ
と
変
わ
ら
な
い

活
動
的
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

ま
た
、
今
年
は
金
婚
式
を
迎
え
る

節
目
の
年
だ
そ
う
で
、「
記
念
に
二

人
で
旅
行
で
も
し
よ
う
か
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
」
と
、
に
こ
や
か

に
笑
う
下
川
さ
ん
で
す
。

しもかわ　としあきさん／昭和13年３月、津別町生まれ／74歳／高台在住

さ
ん

町
議
と
し
て

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
尽
力

下
川
　
敏
章

【418】

問い合わせ先 †76－2151税務担当（220・221）
収納担当（218）

問い合わせ先　保健福祉課　健康推進担当　†76－2151（内線332）

組
合
員
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
た
い

太
田
　
智
也

さ
ん

おおた　ともやさん／平成元年４月生まれ／ＪＡ

つべつ勤務／緑町在住

美
味
し
く
上
手
に
減
塩
を

平
成
24
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
付

は
２
月
18
日
（
月
）
か
ら
３
月
15
日
（
金
）

ま
で
で
す
。
ま
た
、
所
得
税
の
還
付
申
告
に

つ
い
て
は
、
２
月
18
日
前
で
も
税
務
担
当
で

申
告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
２
月
18
日
以

降
の
申
告
受
付
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

受
付
場
所

役
場
税
務
担
当
y
カ
ウ
ン
タ
ー

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
12
時
ま
で

午
後
１
時
〜
５
時
ま
で

な
お
、
右
の
受
付
時
間
に
仕
事
等
の
都
合

で
来
ら
れ
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
ご

連
絡
い
た
だ
き
、
夜
間
の
受
付
も
対
応
い
た

し
ま
す
（
右
記
期
間
中
、
午
後
８
時
ま
で
）。

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】

税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が
送
付
さ
れ
て

い
る
方
は
、
そ
の
申
告
書
用
紙
、
源
泉
徴
収

票
（
給
与
、
公
的
年
金
　
※
源
泉
徴
収
票
は

申
告
書
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
）、
印
鑑
、
国
民
年
金

控
除
証
明
書
、
生
命
保
険
・
地
震
保
険
・
旧

長
期
損
害
保
険
控
除
証
明
書
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
医
療
費
控
除
を
さ
れ
る
方
は
、

領
収
書
を
個
人
ご
と
に
分
け
、
病
院
等
ご
と

の
合
計
額
を
計
算
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
所
得
税
の
還
付
金
が
出
る
方
は
、
申
告

者
名
義
の
銀
行
口
座
を
控
え
て
き
て
く
だ
さ

い
。国

税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確
定
申
告
書

作
成
コ
ー
ナ
ー
で
も
、
申
告
書
の
作
成
が
で

き
ま
す
。

所
得
税
確
定
申
告
は

お
早
め
に

昨
年
の
４
月
か
ら
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
に
勤

め
て
い
る
太
田
智
也
さ
ん
は
、
秋
田
県

横
手
市
の
出
身
。
地
元
の
高
校
を
卒
業

後
、
江
別
市
に
あ
る
酪
農
学
園
大
学
に

進
学
し
ま
し
た
。「
高
校
が
農
業
科
だ

っ
た
の
で
、
大
学
で
も
っ
と
専
門
的
に

農
業
を
勉
強
し
た
い
と
思
っ
た
の
が
北

海
道
に
来
た
理
由
で
す
」。

大
学
で
は
農
業
経
済
学
を
専
攻
し
、

そ
の
知
識
を
活
か
せ
る
職
場
と
い
う
こ

と
で
、
就
職
先
に
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
を
志
望

し
た
そ
う
で
す
。

現
在
、
経
済
部
生
産
資
材
課
に
所
属

し
、
主
に
経
理
を
担
当
し
て
い
る
太
田

さ
ん
。「
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
事
ば

か
り
で
す
が
、
し
っ
か
り
勉
強
し
て
組

合
員
の
方
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
職
員
に

な
り
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
み

な
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
、
仕
事
へ
の
意
気
込
み
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

休
日
は
北
見
な
ど
に
住
む
大
学
時
代

の
友
人
を
訪
ね
た
り
し
て
、
北
海
道
で

の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
太
田
さ
ん
で

す
が
、
初
め
て
体
験
す
る
津
別
の
冬
の

寒
さ
だ
け
は
、
な
か
な
か
慣
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
そ
う
で
す
。

国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp

<

カ
リ
ウ
ム
・
食
物
繊
維
の
多
い
食
品>

ほ
う
れ
ん
草
、
切
干
大
根
、
干
し
柿
、
バ

ナ
ナ
、
り
ん
ご
、
長
芋
、
さ
つ
ま
芋
、
枝

豆
、
納
豆
、
わ
か
め
、
ひ
じ
き
な
ど



急
速
な
高
齢
化
の
進
行
に
対
応

し
、
高
年
齢
者
が
少
な
く
と
も
年

金
受
給
開
始
年
齢
ま
で
は
、
意
欲

と
能
力
に
応
じ
て
働
き
続
け
ら
れ

る
環
境
の
整
備
を
目
的
と
し
て
、

「
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に

関
す
る
法
律
」（
高
年
齢
者
雇
用
安

定
法
）
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平

成
25
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
す
。

今
回
の
改
正
は
、
定
年
に
達
し
た

方
を
引
き
続
き
雇
用
す
る
「
継
続
雇

用
制
度
」
の
対
象
者
を
、
労
使
協
定

で
限
定
で
き
る
仕
組
み
の
廃
止
な
ど

を
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

《
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
》

q
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者
を
限

定
で
き
る
仕
組
み
の
廃
止
（
経
　

過
措
置
あ
り
）

w
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者
を
雇

用
す
る
企
業
の
範
囲
の
拡
大

e
義
務
違
反
の
企
業
に
対
す
る
公

表
規
定
の
導
入

r
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の
実

施
及
び
運
用
に
関
す
る
指
針
の

策
定

問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
労
働
局

†
０
１
１-

７
０
９-

２
３
１
１

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
北
見

†
０
１
５
７-

23-

６
２
５
１

次
に
該
当
す
る
世
帯
は
、
児
童

扶
養
手
当
を
請
求
で
き
ま
す
。

【
児
童
扶
養
手
当
】

・
母
子
家
庭
及
び
父
子
家
庭
ま
た

は
そ
れ
と
同
等
の
世
帯

・
子
ど
も
の
父
親
ま
た
は
母
親
が

一
定
の
障
が
い
を
も
つ
世
帯

・
子
ど
も
を
親
以
外
の
者
が
養
育

し
て
い
る
世
帯

18
歳
未
満
（
重
度
障
が
い
児
は
20
歳

未
満
）の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

20
歳
未
満
の
一
定
の
障
が
い
（
身

体
・
知
的
・
精
神
）
を
持
つ
子
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
場
合

※
手
続
き
等
不
明
な
点
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
担
当

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
３
３
）

12
月
11
日
（
火
）
に
実
施
し
た

３
歳
児
健
診
で
、
む
し
歯
が
ゼ
ロ

の
お
友
だ
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

山
辺
　
颯
輔

そ
う
す
け

く
ん
（
豊
永
）

小
野
塚
　
柚
名
ゆ
ず
な

ち
ゃ
ん
（
大
昭
）

土
田
　
陸
翔
り
く
と

く
ん
（
豊
永
）

藤
田
　
羽
音
は
の
ん

ち
ゃ
ん
（
東
三
条
）

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
担
当

†
76-

２
１
５
１
　

（
内
線
２
３
１
）

先
日
、
ブ
ラ
ン
ド
店
で
売
り

切
れ
て
い
た
限
定
品
の
バ
ッ
グ

を
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の

サ
イ
ト
で
見
つ
け
て
購
入

し
ま
し
た
。

定
価
よ
り
も
高
い
金
額

で
買
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、

返
品
し
た
い
と
考
え
て
い

る
の
で
す
が
。

通
信
販
売
（
新
聞
広
告

を
見
て
電
話
注
文
す
る
場

合
な
ど
）
は
、
自
ら
注
文

す
る
の
で
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
返
品
の
可
否
や
条

件
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合

北
見
農
業
試
験
場
な
ど
が
研
究

開
発
し
た
新
品
種
や
新
技
術
を
速

や
か
に
公
表
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地

域
の
多
く
の
方
々
に
活
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
「
第

17
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業
新
技
術
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

新
品
種
や
新
技
術
の
ほ
か
、
地

域
に
お
け
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
も
紹
介

し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
越
し
下
さ

い
。
当
場
で
育
成
し
た
『
は
る
き

ら
り
』
で
焼
い
た
パ
ン
の
試
食
も

行
う
予
定
で
す
。
入
場
無
料
。

日
　
時
　
２
月
27
日
（
水
）

午
後
１
時
〜
４
時

場
　
所

北
見
市
端
野
町
公
民
館
　

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
（
北
見
市
端
　

野
町
二
区
４
７
１
番
地
11
）

†
０
１
５
７-

56-

２
５
１
５

問
い
合
わ
せ
先
　
北
海
道
立
総
合

研
究
機
構
北
見
農
業
試
験
場

†
０
１
５
７-

47-

２
１
４
６

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
釧
路

地
方
事
務
所
（
法
テ
ラ
ス
釧
路
）

は
、
民
事
法
律
扶
助
制
度
の
周
知

の
一
環
と
し
て
、
無
料
法
律
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
借
金
の
問
題
、

家
庭
の
問
題
、
職
場
の
問
題
な
ど
、

生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と

に
つ
い
て
、
弁
護
士
・
司
法
書
士

の
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
催
日
　
２
月
27
日
（
水
）

〜
３
月
１
日
（
金
）

場
　
所

法
テ
ラ
ス
釧
路
と
の
契
　

約
弁
護
士
・
司
法
書
士
の
各
事

務
所
（
近
隣
で
は
北
見
市
・
網
　

走
市
・
美
幌
町
で
の
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
予
約
時
に

確
認
く
だ
さ
い
。）

申
込
期
間

２
月
18
日
（
月
）
〜
22
日
（
金
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

定
　
員
　
先
着
30
人
（
法
テ
ラ
ス

釧
路
が
管
轄
す
る
釧
路
・
根

室
・
十
勝
・
北
見
・
網
走
地
域

全
体
で
の
人
数
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

法
テ
ラ
ス
釧
路

†
０
５
０-

３
３
８
３-

５
５
６
７

国
税
の
電
子
申
告
を
さ
れ
る
方

の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
は

「
電
子
証
明
書
」
が
記
録
さ
れ
て
い

て
、
こ
の
電
子
証
明
書
の
有
効
期

間
は
、
発
行
の
日
か
ら
３
年
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

役
場
で
「
電
子
証
明
書
」
を
記
録

し
た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
渡

し
し
た
と
き
の
「
電
子
証
明
書
の
写

し
」
に
、
有
効
期
間
満
了
日
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。「
電
子
証
明
書
」

の
有
効
期
間
が
過
ぎ
た
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
で
は
、
電
子
申
告
は
で
き

ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
電
子
申
告
を

行
う
た
め
に
は
「
電
子
証
明
書
」
の

更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
（
更
新
手

数
料
は
５
０
０
円
で
す
）。

な
お
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

に
記
載
さ
れ
て
い
る
有
効
期
間
は
、

カ
ー
ド
自
体
の
有
効
期
間
に
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
更
新
手
続
き
先

保
健
福
祉
課

戸
籍
・
年
金
担
当

†
76-

２
１
５
１

（
内
線
２
２
２
、
２
２
３
）

冬
の
自
動
車
事
故
を

防
ぐ
た
め
に

住民企画課
住民企画
グループ

◎車両火災の発生…津別町
12月22日、津別町最上において車両火災が発生し
ました。車両事故が原因と認められ、事件性はなく、
人畜に被害はありませんでした。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

こ
の
季
節
の
道
路
は
、
天
候
や

気
温
に
よ
り
路
面
が
変
化
し
ま
す
。

自
動
車
を
運
転
す
る
際
、
次
の
こ

と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
危
険
予
知
運
転

事
故
の
回
避
の
た
め
に
「
か
も
し

れ
な
い
運
転
」を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
安
全
速
度
の
徹
底

積
雪
・
凍
結
路
面
の
停
止
距
離

は
、
夏
の
路
面
の
３
倍
か
ら
10
倍

以
上
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

q
十
分
な
車
間
距
離
w
路
面
状
況

に
合
っ
た
速
度
e
ブ
レ
ー
キ
は
早

め
に
じ
っ
く
り
掛
け
る
な
ど
、
夏

と
は
違
う
運
転
感
覚
が
必
要
で
す
。

○
車
両
の
性
能
を
過
信
し
な
い

四
輪
駆
動
車
は
発
進
や
登
坂
の

性
能
は
優
れ
て
い
ま
す
が
、
制
動

性
能
は
前
輪
駆
動
車
・
後
輪
駆
動

車
と
大
き
な
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
カ
ー
ブ
手
前
で
減
速

カ
ー
ブ
の
途
中
で
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
る
と
、
ス
ピ
ン
な
ど
の
危
険

が
あ
り
ま
す
。
手
前
で
十
分
減
速

し
て
か
ら
、
カ
ー
ブ
に
進
入
し
ま

し
ょ
う
。

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

住民企画グループ† 76－2151

FAX    76－2976

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す

第
17
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業

新
技
術
セ
ミ
ナ
ー
開
催

法
テ
ラ
ス
釧
路
に
よ
る
無
料

法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が

改
正
さ
れ
ま
す

児
童
扶
養
手
当
の
申
請
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

に
限
り
、
商
品
を
受
け
取
っ
た
日
か

ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
送
料
消
費

者
負
担
で
返
品
で
き
ま
す
。

逆
に
言
え
ば
、
返
品
不
可
の
記

載
が
あ
れ
ば
、
原
則
的
に
返
品
は

で
き
な
い
の
で
、
注
意
が
必
要
で

す
。ネ

ッ
ト
で
の
注
文
は
、
現
品
を

手
に
取
り
確
か
め
る
こ
と
も
出
来

な
い
た
め
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
や
す

く
、
内
容
を
よ
く
確
か
め
て
か
ら

発
注
を
！

《
消
費
生
活
の
ご
相
談
は
》

美
幌
消
費
者
協
会

†
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
72-

０
３
６
６

※
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

Ｑ

産業振興課

商工観光担当

†76－2151

（内線258）

通
信
販
売
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
な
い
！

A

Q
Q
&

Q
＆
�

消
費
生
活
相
談
�

国
税
の
電
子
申
告
を

さ
れ
る
方
へ

消

防

団

員

募

集

津
別
消
防
団
で
は
、
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
地
域
を
知
る

あ
な
た
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
防
災
の
要
と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

平
常
時
は
各
種
訓
練
や
予
防
活
動
を

行
い
、
火
災
時
は
消
火
活
動
、
地
震

や
風
水
害
時
に
は
救
助
・
救
出
等
を

行
い
ま
す
。

◎
入
団
資
格
は
？

・
津
別
町
に
居
住
し
て
い
る
人

・
年
齢
18
歳
以
上
の
健
康
な
人

ま
ず
は
お
電
話
を
！

津
別
消
防
署
　
†
76-

２
１
８
９

◎
消
防
団
と
は
？

市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
消
防
機
関

で
、
消
防
署
と
連
携
し
て
地
域
を
守

り
ま
す
。

◎
消
防
団
員
の
立
場
は
？

消
防
団
員
は
、
権
限
と
責
任
を
有

す
る
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員

で
す
。

◎
活
動
の
内
容
は
？

消
防
署
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

◎平成24年中の美幌警察署管内の刑法犯の発　
生は128件でした。内訳は下記のとおりです。

　　

　

問い合わせ先　地域包括支援センター（役場内）
†76－2158

～地域づくりフォーラム開催のご案内～

少子高齢化が進む津別町では、地域をよく知

る住民の皆さんの地域課題を解決する「力」や

「支え合い」が重要になっています。

誰もが安心して自分らしく暮らせるあたたか

い地域づくりを推進していくために、本フォー

ラムを開催します。

今回は、11月に開催した「地域づくり意見交

換会」のまとめ報告に合わせ、高齢化が進む道

内の地域において、先進的な活動を行っている

福祉担当者を招き、具体的な取り組みについて

紹介をしていただきます。

日　時 ２月19日（火）午後1時30分より

場　所 津別町中央公民館

主　催 津別町地域包括支援センター

協　力 津別町社会福祉協議会



★車道や歩道へ雪を出さないでください
車道や歩道への雪出しは、車や歩行者の通行の支障になります。

除雪車両の通行前後にかかわらず、雪を絶対に出さないようにお

願いします。

★雪捨ては指定の場所にお願いします　
家の近くの道路脇、排水路などへの雪捨ては、車道を狭くす　

るなど通行障害の原因となりますので、必ず指定場所(右図)へ

捨ててください。

★お問い合わせについて
除雪作業についてのお問合せの際は、現場等確認の都合上、

ご住所とお名前などをお知らせくださいますようお願いいたし

ます。

問い合わせ先　建設課道路車両グループ †76－2151
(内線248・249)

除雪センター †76－2739

年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

†76－ 2151 内線222、223

国民年金保険料は、お支払い方法に

よって割引きがあるのをご存知ですか。

前納でおトクな割引を

■募集する作文・標語の内容

・交通事故防止に関すること

・交通事故の体験に関すること

・その他交通安全に関すること

■作品応募対象者

・児童・生徒の部

（小学校５・６年生及び中学生）

■作品の提出期限及び提出先

期　限：２月28日（木）

提出先：住民企画課住民企画グループ

※児童・生徒の部については、学校を通じて集約しております。

■表彰区分

最優秀賞　　小中学生　　各１点

優 秀 賞 小中学生　　各２点

努 力 賞　　小中学生　　各２点

■表　　彰

４月に開催予定の「津別町交通安全推進町民大会」の席上で行い　

ます。

■問い合わせ先 住民企画課住民企画グループ　

†76－2151（内線216）

町では交通事故を少しでも減少させることを目的に、下記要領に

より『第21回交通安全に関する作文・標語コンクール』を実施いた

します。

６カ月分で730円６カ月分前納

１年分で3,190円

割　引　額

１年分前納

前 納 区 分

６カ月分で1,020円６カ月分前納

１年分で3,770円

割　引　額

１年分前納

前 納 区 分

◎納付書又はクレジットカードで前納

された場合

◎口座振替で前納された場合

※割引額は、平成24年度の額です。平成　

25年度の割引額は未定です。

※また､6カ月分前納は上期（4～9月分）、

下期（10～翌年3月分）となります。

国民年金保険料の前納には、事前の

申し込みが必要です。なお「１年分前

納」と「上期６カ月分前納（４～９月

分）」の申し込み期日は２月末です！

～前納の申し込み・問い合わせ先～

北見年金事務所　国民年金課

†0157－25－9635

カラマツ　　トドマツ アカエゾマツ 天然林　 その他　　 合　計

面積（ha） 452.23 116.93 148.87 471.95 169.81      1,359.79 

割合（％） 33.3 8.6 10.9 34.7 12.5 100.00 

森林管理認証は、第三者機関が一定の基準・指標を基に、適切な森林管理

や持続可能な森林経営が行われているかを審査し、その森林や経営組織を認

証するものです。このたび、町有林が一般社団法人「緑の循環」認証会議

（ＳＧＥＣ）による審査を経て、森林管理認証を取得しました。

認証は５年間有効ですが、その間も認証森林として適正な森林経営が行わ

れているか、毎年、認証機関による管理審査が行われます。

町町町町有有有有林林林林がががが森森森森林林林林管管管管理理理理認認認認証証証証をををを取取取取得得得得

問い合わせ先　産業振興課林政グループ　†76－2151（内線262、259）

SSGGEECC「「緑緑のの循循環環」」認認証証会会議議にによよるる森森林林管管理理認認証証

認証機関による審査

津別町の森林の状況

環境に優しい将来につながる森づくりを推進

・10月29日　書類審査（森林整備計画、台帳・事業仕様書等）

・10月30日　町有林内現地審査及び利害関係人からの意見聴取

・10月31日　現地審査及び審査講評

認証審査機関が行う審査基準（7つの基準と35の指標）に基づき、環境や地

域社会等に配慮した森林経営、生物多様性、水資源の保全等、多項目にわたる認証審査が行われました。

町全体の森林面積は約61,400ヘクタールあり、総面積の86％が森林です。うち、国有林が約45％、道有林が

約40％、民有林が約12％となっていて、町有林は森林面積全体の約2.2％となっています。

※ 今回、森林管理認証を受けた町有林の面積などの概要は以下のとおりです。

温暖化防止や環境対策、災害防止のうえでも将来にわたる森林保全が重要となりま

す。今回の認証審査では、「愛林のまち」津別町が行ってきた森林整備や環境保全対

策、さらには木質バイオマス資源の利活用などの取組みが高く評価されました。しか

し、町民の財産である豊かな緑資源を将来につなげていくための課題もあることから、

関係団体等とも連携のうえ、適正な森林資源の保全と持続可能な森林経営に向けて、

着実な事業の推進を図っていくこととしています。


